
中
世
都
市
ウ
ィ

ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ノ、

ン
ブ
タ
ン
(
一
二
〉

i
l第
十
三
世
紀
初
葉
以
前
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
内
域
都
市
と
沿
海
都
市

田

中

正

義

五

エ
ド
ガ
ァ
王
に
依
っ
て
、
既
述
の
如
く
、
全
国
的
な
度
量
街
の
統
一
上
ロ
ン
ド
ン
と
並
ぶ
標
準
的
な
都
市
と
し
て
選
ば
れ
、
そ
の
限
り

で
は
ロ
ン
ド
ン
と
対
等
な
る
地
歩
を
占
め
る
に
副
っ
た
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
が
、
王
国
の
首
都
と
し
て
の
有
利
な
条
件
を
活
か
し
つ
つ
、
統
一

的
な
度
量
衡
制
度
を
基
礎
的
要
件
に
、
代
々
の
ウ
ェ
シ
グ
ス
王
の
推
進
し
来
れ
る
貨
幣
制
度
の
統
一
を
通
じ
、
今
や
顕
著
な
る
発
達
を
見

る
に
到
っ
た
所
の
商
品
交
換
に
於
て
、
そ
の
一
つ
の
中
心
1
1
1
局
地
的
市
場
を
形
成
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
、
も
は
や
上
来

述
べ
来
っ
た
所
よ
り
し
て
疑
問
の
余
地
無
き
所
で
あ
ろ
う
。
そ
の
際
、
其
の
少
く
と
も
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
指
標
と
な
っ
た
も
の
こ
そ
は
、
当

時
の
此
の
市
に
お
け
る
造
幣
人
の
数
で
あ
っ
た
。
既
に
見
た
る
如
く
、
此
の
市
は
嘗
て
エ
ゼ
ル
ス
タ
ン
王
に
依
っ
て
其
処
に
六
名
の
造
幣

人
の
存
す
べ
き
こ
と
が
規
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
か
の
歴
史
研
究
の
補
助
科
学
(
自
民
的
笠
宮

g
R
E
P
)
と
し
て
の
古
銭
学

(
Z
g
g
?

回
目
白

H-w〉
の
発
展
に
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
多
大
の
貢
献
を
は
た
し
た
ス
テ
ン
タ
ン
は
彼
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
死
後
出
版
さ
れ
た
最
終
版
に

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
ハ
一
一
一
)

七



中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ン
(
三
)

一七

エ
ド
ワ
ァ
ド
横
悔
王
時
代
、
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
に
は
八
名
な
い
し
九
名
の
造
幣
人
の
存
し
た
る
こ
と
を
、
出
土
し
た
圧
造
貨
幣
の

(
刷
出
)

裏
面
(
吋
ミ
耳
目
。
〉
の
銘
文
(
日
巾
間

g
e
に
依
っ
て
推
定
し
て
い
る
。
そ
の
場
合
、
彼
は
そ
こ
で
少
く
と
も
六
名
の
造
幣
人
が
同
時
に
働
さ
つ

お
い
て
、

つ
あ
る
ポ
ロ
ウ
の
方
が
、
そ
こ
に
精
々
三
名
の
造
幣
人
が
居
る
に
過
ぎ
な
い
ボ
ロ
ウ
よ
り
も
よ
り
一
層
活
溌
な
経
済
生
活
を
展
開
し
た
、

と
推
定
す
る
こ
と
は
、
凡
そ
理
に
適
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
彼
に
依
れ
ば
、
同
じ
機
悔
王
時
代
、

ロ
ン
ド
ン

で
は
、
同
時
に
二
十
名
以
上
の
造
幣
人
が
働
い
て
居
り
、

ヨ
ー
ク
で
は
丁
度
一
ダ
!
ス
の
、
リ
ン
カ
ン
で
は
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
同
様
八
名
な

い
し
九
名
の
、
チ
ェ
ス
タ
で
は
少
く
と
も
八
名
の
、
キ
ヤ
ン
タ
ベ
リ
と
オ
ク
ス
ア
ォ
ド
と
で
は
少
く
と
も
七
名
の
、
セ
ト
フ
ォ
ド
寸

FZB

甘三

(ZOHrHW)、
グ
ロ
ス
タ

2
0
5
2
8♂
ウ
ス
タ
巧
2
8
2
2
で
は
少
く
と
も
六
名
の
、
そ
れ
ぞ
れ
造
幣
人
が
同
時
に
働
い
て
居

〈
町
田
)

た
と
せ
ら
れ
て
い
る
。

1

1
た
し
か
に
、
ス
テ
ン
タ
ン
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
斯
く
の
如
く
、
偶
々
発
見
せ
ら
れ
た
圧
造
貨
幣
を
詮
拠

と
し
て
、
積
極
的
に
、
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
諸
都
市
そ
れ
ぞ
れ
の
地
方
的
市
場
の
規
模
、
そ
の
重
要
性
を
比
較
"
考
量
し
、
夫
れ
、
り
の

ハ
山
田
〉

そ
の
こ
と
自
体
は
明
ら
か
に
誤
謬
で
は
あ
る
が
、
併
し
乍
ら
、
夫
れ
に
も
拘

あ
い
だ
に
一
定
の
序
列
関
係
を
4

設
定
す
る
と
云
う
こ
と
は
、

ら
ず
、
六
名
な
い
し
夫
れ
以
上
の
造
幣
人
を
有
す
る
ポ
ロ
ウ
の
各
々
が
い
ま
尋
常
な
ら
ざ
る
所
の
有
利
な
立
場
に
在
り
、
そ
れ
ら
ボ
ロ
ウ

の
各
々
が
並
み
外
れ
て
広
い
か
或
い
は
並
み
外
れ
て
裕
か
な
一
地
方
〔
と
り
も
な
お
さ
ず
「
局
地
的
市
場
圏

G
o
g
-
B
R
W
2
2
8
)」
〕

の
需
要
に
応
え
得
た
と
云
う
こ
と
、
而
し
て
そ
れ
ら
ボ
ロ
ウ
の
名
称
が
エ
ド
ワ
ァ
ド
機
悔
主
時
代
に
最
も
重
要
で
あ
っ
た
所
の
商
品
交
換

の
中
心
地
の
リ
ス
ト
を
恐
ら
く
近
似
的
に
表
わ
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
と
云
う
こ
と
、
!
ー
こ
れ
ら
の
こ
と
は
い
ま
ス
テ
ン
タ
ン
と
と
も
に

何
人
も
是
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
所
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
第
十
l
十
一
世
紀
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
操
業
し
て
い
た
造
幣
所
八

十
以
上
が
今
日
古
銭
学
者
た
ち
に
依
っ
て
同
定
広

g正
司
せ
ら
れ
て
唐
り
、
夫
れ
ら
に
依
っ
て
庄
造
さ
れ
た
所
の
貨
幣
は
、

恐
ら
く
そ

の
四
分
の
一
が
ロ
ン
ド
ン
、
十
分
の
一
が
ヨ

l
ク
で
圧
造
せ
ら
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、
ウ
イ
ン
チ
ス
タ



は
、
リ
ン
カ
ン
・
チ
ェ
ス
タ
・
ノ
リ
γ
ヂ
・
エ
ク
シ
タ
・
セ
ト
フ
ォ
ド
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
ロ
ン
ド
ン
・
ヨ

l
ク
の
大
量
に
は
到
底
及
ば

(
開
削
〉

な
い
も
の
の
猶
且
っ
そ
れ
ぞ
れ
夫
れ
自
体
と
し
て
は
砂
か
ら
ざ
る
分
量
の
貨
幣
を
庄
造
し
て
居
た
の
で
あ
る
。

右
に
述
べ
た
る
如
く
、
当
時
、
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
に
は
其
処
に
多
く
の
造
幣
人
が
実
在
し
、
斯
く
し
て
此
の
地
は
此
の
時
代
一
つ
の
局
地

的
市
場
圏
の
中
心
を
形
づ
く
っ
て
居
た
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
斯
か
る
局
地
的
市
場
圏
の
中
心
と
し
て
の
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
が
、
最
早
、

普
通
ボ
ロ
ウ
が
市
壁
の
周
囲
に
有
す
る
夫
れ
自
身
の
農
地
の
養
い
得
る
以
上
の
人
口
を
擁
す
る
所
の
、
明
ら
か
に
食
糧
を
自
給
し
得
ざ
る

所
の
都
市
、
ー
l
周
辺
農
村
の
住
民
と
は
異
な
る
、
造
幣
を
始
め
と
し
て
種
々
多
様
な
る
非
農
業
的
職
業
を
主
た
る
生
業
と
す
る
住
民
、

の
存
す
る
所
の
都
市
と
し
て
、
今
や
自
己
を
確
立
せ
し
め
た
で
あ
ろ
う
と
云
う
こ
と
は
、
疑
い
を
容
れ
な
い
所
で
あ
る
。

ロ
イ
ン
は
、
第

十
世
紀
の
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
に
は
、
既
に
、
何
ら
か
の
海
外
貿
易
に
依
っ
て
利
益
を
得
つ
つ
あ
る
堅
実
な
市
場
町
、
繁
栄
す
る
地
方
市
場
、

銀
貨
の
流
通
、
彼
等
の
田
舎
の
本
邸
に
対
す
る
町
の
別
邸
の
ほ
か
彼
等
の
田
舎
に
お
け
る
余
剰
生
産
物
の
貯
蔵
庫
を
構
え
て
賛
沢
な
生
活

を
享
受
し
つ
つ
あ
る
田
舎
貴
族
(
!
セ
イ
ン
?
)
、
斯
う
し
た
も
の
が
見
ら
れ
た
と
言
っ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
将
来
、

此
の
町
が
第
十
四
世
紀
以
降
中
世
後
期
に
至
っ
て
ヨ
!
ク
・
リ
ン
カ
ン
・
ノ
リ
ッ
ヂ
・
シ
ュ
ル
ウ
ズ
ベ
リ
・
ブ
リ
ス
ト
ル
・
エ
グ
シ
タ
と

並
ん
で
、
周
辺
農
村
に
於
て
生
産
さ
れ
る
所
の
羊
毛
が
仲
買
人
た
ち
に
依
っ
て
買
い
集
め
ら
れ
る
・
羊
毛
集
荷
の
中
心
(
乃
至
毛
織
物
生

産
の
中
心
)
た
る
、
か
の
ぼ

S
Z
H
0
3・
に
発
展
す
べ
き
萌
芽
の
ま
さ
し
く
芽
生
、
え
つ
つ
あ
る
の
を
看
取
し
得
る
の
で
士
総
。

然
る
に
、
前
記
の
エ
ド
ガ
ァ
王
の
の
ち
、
そ
の
子
エ
ド
ワ
ァ
ド
何
回
巴

(
Z
S丘
公
・
巧

mtu叶∞¥由)、

弱
年
に
し
て
王
位
を
継
承
し
、
父

王
の
世
に
ひ
と
た
び
今
日
教
会
史
家
の
所
謂
「
第
十
世
紀
の
教
会
改
革
」
を
通
じ
て
改
革
せ
ら
れ
た
る
教
会
・
修
道
院
の
擁
護
に
鋭
意
努

(

卯

〉

力
し
な
が
ら
、
在
位
数
年
を
出
で
ず
し
て
そ
の
継
母
(
エ
ド
ガ
ァ
の
三
度
目
の
妻
)
の
た
め
に
謀
殺
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
な
り
〔
爾
来
彼
は

暫
く
跡
絶
え
て
居

「
殉
教
王

(
F
o
E
R
q円
)
」
の
名
を
以
て
知
ら
る
〕
、

彼
の
異
母
弟
の
前
出
エ
ゼ
ル
レ
ド
二
世
の
即
位
を
見
る
や
、

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
一
ニ
)

一
七
三



中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ン
ハ
三
)

一
七
四

-由

V
H
H
M
4山
田
目
。
ロ
.

た
デ
イ
ン
人
の
侵
冠
は
、
麦
に
九
人

O
年
以
降
再
開
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
|
|
キ
チ
ン
の
い
わ
ゆ
る
必

o
g
E
F己
主
え
り

88

(
削
出
)

で
あ
る
。

そ
こ
で
さ
し
づ
め
問
題
と
な
る
の
は
、
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
を
始
め
と
す
る
一
般
に
当
時
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
諸
都
市
の
発
達
、
夫
れ
ら
を
拠

点
と
す
る
商
品
"
貨
幣
流
通
の
展
開
、
に
対
し
て
、
右
の
デ
イ
ン
侵
定
再
開
の
有
し
た
所
の
意
義
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
し
、
当
時

こ
と
あ

の
『
年
代
記
』
に
お
け
る
数
々
の
悲
嘆
の
一
=
口
挙
げ
に
も
拘
ら
ず
、
占
ま
た
現
に
依
然
と
し
て
飽
く
迄
ヴ
ァ
イ
キ
ン
グ
は
一
般
に
都
市
生
活
に

甚
大
な
る
打
撃
を
与
え
た
と
す
る
史
家
の
一
部
厳
存
す
る
に
も
拘
ら
ず
、
意
外
山
い
も
如
何
な
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
都
市
も
ノ

i
ス
メ
ン
に
依
っ

て
破
壊
せ
ら
れ
た
事
実
が
知
、
り
れ
て
居
ら
ず
、
却
っ
て
、
少
く
と
も
そ
の
最
初
の
襲
撃
の
の
ち
は
、
彼
等
デ
イ
ン
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
都
市

生
活
へ
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
触
発
的
・
建
設
的
な
夫
れ
(
由
主
B
己
主
5
関
山
口
与
の

Q
B可ロ
2
2
0
8
0
)
で
す
ら
あ
っ
た
事
を
示
唆
す
る
多
く

(
川
出
〉

の
も
の
が
存
す
る
と
さ
え
、
一
一
一
一
日
わ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
ま
こ
と
に
、
前
記
ロ
イ
ン
も
言
え
る
ご
と
く
、
第
十
世
紀
、
第
十
一
世
紀
初
葉

ア
ン
グ
ロ
ウ
I

サ
グ
ソ
ン
時
代
の
末
期
は
、

都
市
共
同
体
の
一
つ
の
成
長
期
で
あ
っ
た
と
看
倣
す
}
」
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

の
政
治
的
闘
争
、
社
会
的
不
安
に
も
拘
ら
ず
、

「
征
服
」
以
前
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る

併
し
な
が
ら
、

一
方
、
こ
の
た
び
の
第
二
次
侵
一
冠
段
階
に
お
け
ろ
デ
イ
ン
人
は
、
も
は
や
従
来
の
彼
等
の
部
族
制
度
(
豆

grs)
の

社
会
組
織
を
脱
皮
し
て
い
ま
や
ノ
ル
ウ
ェ
イ
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
デ
ン
マ
ー
ク
の
ご
と
く
政
治
的
社
会
に
再
編
成
せ
ら
れ
て
居
り
、
従
っ

て
そ
の
侵
冠
は
そ
れ
だ
け
組
識
的
で
あ
っ
た
。
斯
く
し
て
遂
に
エ
ゼ
ル
レ
ド
は
、
金
銭
に
依
っ
て
彼
等
と
の
平
和
を
購
わ
ん
と
決
意
し
、

九
九
一
年
以
降
彼
等
の
侵
入
あ
る
毎
に
之
に
多
額
の
金
銭
を
供
与
し
て
、
そ
の
都
度
こ
れ
が
負
担
を
人
民
大
衆
に
転
嫁
し
た
。
是
れ
向
後

ノ
ル
マ
ン
朝
に
か
け
て
史
上
重
大
な
意
義
を
有
す
る
に
至
る
所
の
地
租
デ
イ
ン
ゲ
ル
ド

U
S
Q唱
に
(
も
し
く
は
同
町
高
官
芹
単
に

C
同丈

と
も
呈
一
口
う
)
で
あ
る
。
九
九
七
年
以
後
、
侵
冠
は
益
々
計
画
的
と
な
っ
た
が
、
折
し
も
一

O
O二
年
の
春
大
陸
の
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
公
リ
シ



ヤ
ー
ル
一
世
阿
川
町
内

E
E
F
ロ
5
p
z
o円
SEa-o(活∞
t
H
O
N
m
)

の
女
エ
ン
マ
何
百
Bmw
と
婚
せ
る
エ
ゼ
ル
レ
ド
が
同
年
秋
敢
行
せ
る

園
内
デ
イ
ン
人
の
虐
殺
は
、

一O
O三
l
七
年
、

一
O
O九
l
一
三
年
と
両
度
に
わ
た
り
デ
ン
マ
ー
ク
王
ス
ヴ
ェ
イ
ン
l

フ
オ
ル
グ
ベ
ア

ル
ド

ω当
31ロ司。吋}内ず
g
E
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
露
関
を
喚
び
起
し
、

一
O
一
三
年
の
秋
彼
が
三
度
び
来
襲
す
る
に
及
ん
で
遂
に
全
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
は
今
や
彼
の
掌
中
に
帰
し
て
、

一
O
一
四
年
一
月
エ
ゼ
ル
レ
ド
は
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
に
蒙
塞
す
る
の
己
む
な
き
に
立
ち
到
っ
た
。
同

年
二
月
ス
ヴ
ェ
イ
ン
死
し
て
、

エ
ゼ
ル
レ
ド
二
世
一
旦
帰
国
復
位
せ
る
も
の
の
、
而
も
一

O
一
五
年
の
夏
に
は
こ
の
た
び
は
ス
ヴ
ェ
イ
ン

の
第
二
子
ク
ヌ

l
ト
ロ
ロ
己
が
捲
土
重
来
し
た
。

一
O
一
六
年
四
月
エ
ゼ
ル
レ
ド
残
し
て
、

ロ
ン
ド
ン
市
民
に
依
り
選
立
さ
れ
た
、

コニ
ゼ

ル
レ
ド
の
先
妻
エ
ル
フ
ィ

i
フ
尚
昆
"
に
ロ
の
子
エ
ド
マ
ン
ド

H
S
a
H
E
E
(円
・
〉
胃
・

1
Z
0
4・・

5
5
)、
よ
く
奮
戦
力
闘
、
後
世
い
わ

ゆ
る
「
剛
勇
王

(
H
2
5
5
0
)」
の
名
を
辱
か
し
め
ず
ク
ヌ

l
ト
と
の
協
定
の
締
結
に
成
功
し
、
彼
に
デ
イ
ン
ロ
!
な
ら
び
に
マ

l
シ
ア
の

地
を
委
ね
て
ウ
ェ
シ
ク
ス
の
み
績
か
に
之
を
確
保
す
る
こ
と
を
得
た
が
、
周
年
十
一
旦
エ
ド
マ
ン
ド
の
横
死
後
ク
ヌ

i
ト
は
寛
に
全
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
に
君
臨
す
る
に
到
っ
た
。
而
し
て
彼
は
そ
の
後
一

O
一
九
年
に
は
長
兄
ハ
ラ
ル
ド
出
向

B
E
の
跡
を
襲
っ
て
デ
ン
マ
ー
ク
王
位

を
相
続
し
、

一
O
二
八
年
以
降
は
ノ
ル
ウ
ェ
イ
王
位
を
も
兼
ね
て
、
麦
に
ブ
リ
テ
ン
よ
り
北
欧
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
に
跨
る
一
大
海
上

帝
国
を
形
成
す
る
こ
と
と
は
な
っ
た
。
そ
の
際
、
そ
の
首
都
に
選
ば
れ
た
も
の
こ
そ
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
、
わ
が
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
で
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

し
か
し
て
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
カ
ニ
ナ
l
ト
一
世
の
P
D
C
S
H

守・

H
O
E
-
ω
日
)
〔
デ
ン
マ
ー
ク
王
と
し
て
は
、
ロ
ロ
己
口
(
円
・

5
5
2

自
己
た
る
彼
は
、
そ
の
久
し
か
ら
ざ
る
治
世
の
聞
に
英
国
史
上
ア
ル
フ
レ
ド
に
次
い
で
大
王
と
称
せ
ら
れ
る
ほ
ど
卓
抜
な
政
治
家
的
才
幹

を
発
揮
し
、
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
・
デ
イ
ン
両
民
族
の
融
和
を
何
よ
り
も
ま
ず
統
治
の
要
諦
と
し
て
、
即
位
の
翌
年
十
歳
年
長
の
エ

ゼ
ル
レ
ド
の
寡
婦
エ
ン
マ
と
婚
し
て
以
て
被
征
服
民
|
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
の
心
服
を
か
ち
え
、

一
O
一
八
年
に
は
オ
ク
ス
フ
ォ
ド

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
三
)

一
七
五



中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ン
(
一
ニ
)

一
七
六

〈
町
田
〉

に
ア
ン
グ
ロ
ウ
1

サ
ク
ソ
ン
・
デ
イ
ン
双
方
の
代
表
者
を
召
集
し
て
、
唯
一
の
法
|
「
エ
ド
ガ
ァ
の
法
」
の
遵
守
を
誓
約
せ
し
め
、
自
身

異
教
よ
り
キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
て
、
多
年
の
戦
乱
に
荒
廃
せ
る
教
会
の
復
興
、
又
修
道
院
の
保
護
に
努
め
る
な
ど
、
そ
の
治
績
大
い
に

顕
わ
れ
た
。

今
日
、
彼
の
名
に
於
て
残
る
と
こ
ろ
の
法
典
会
O
ニ
O
|
二
三
)
は
、
オ
ウ
ル
ド
I

イ
ン
グ
リ
シ
ュ
の
諸
法
典
中
凡
そ
最
も
長
大
な

る
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
特
に
世
俗
の
事
項
に
関
す
る
、

l
l
l教
会
関
係
の
第
一
部
に
対
す
る
第
二
部
(
口

p
g
g
)は
、
全
篇
八
十
四

章
か
ら
成
り
、
そ
の
大
部
分
は
彼
以
前
の
ア
ン
グ
ロ
ウ
l

サ
ク
ソ
ン
諸
王
の
制
定
法
か
ら
の
抜
率
に
依
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
い
ま
、

試
み
に
、
そ
の
幾
っ
か
を
引
く
な
ら
ば
、

〔

X
〕

〔
第
八
章
〕
我
等
す
べ
て
の
者
を
し
て
ま
た
、
き
は
め
て
真
剣
に
、
平
和
の
増
進

Q
ミ

vsrH)、
幣
制
の
改
善

Q
n
b
h
g
o

〔
中
略
〕
市
し
て
「
つ
の
庄
造
貨
幣

(
S
Sい
言
問
問
)
が
、
何
ら
の
偽
造
貨
幣

Q
a
c
と
て
な

に
就
き
て
配
慮
公
言
、
怒
る
せ
し
め
よ
。

く
、
比
の
全
民
族
(
』
守

ha)
の
聞
に
通
用

(
h
g
h
g
)
す
る
が
如
く
、
又
何
人
と
離
も
そ
を
拒
否
(
¥
ミ
包
円
む
ろ
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
が

如
く
、
幣
制
の
改
善
に
就
き
て
〔
配
慮
せ
し
め
よ
〕
。

〔

ψ
〕

〔
第
八
章
第
一
候
〕
市
し
て
今
よ
り
の
ち
偽
造
貨
幣
を
造
ら
ん
者
は
、
彼
の
そ
を
も
て
当
該
偽
造
貨
幣
を
庄
造
せ
し
所
の
手
を

喪
ふ
べ
く
、
市
し
て
、
彼
は
、
夫
れ
(
手
)
を
、
金
を
以
て
に
せ
よ
、
銀
を
以
て
に
せ
よ
、
如
何
な
る
〔
代
償
〕
物
を
以
て
し
て
も
、
買
ひ
一
民

ハM
m
)

す
(
F
R
h
返
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
。

た
だ

〔
第
九
享
〕
諸
容
積
並
び
に
諸
重
量
一
(
|
|
度
量
衡
)
は
、
周
到
に
(
鳴
ロ
芸
)
訂
(
ミ
と
ぬ
る
さ
れ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
し
か
う
し
て
、

ゃ

一
切
の
不
正
〔
行
為
〕
は
是
れ
よ
り
の
ち
熔
ま
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

〔

ω〕
〔
d
u
〕

〔
第
十
八
章
〕
市
し
て
〔
一
年
に
〕
三
度
び
ボ
ロ
ウ
の
裁
判
集
会
(
宮
司
会
鳴
§
色
町
)
が
、

ま
た
〔
一
年
に
〕
両
度
州
の
裁
判
集



会
(
師
三
品
見
3
8
3
が
法
の
定
む
る
所
に
従
ひ
て
、
い
ま
是
れ
に
違
背
せ
ば
科
料
に
処
せ
ら
る
る
て
ふ
候
件
の
も
と
に
(
守
一
さ
を
〉
、

ハ
日
出
)

ら
る
べ
し
。
但
、
夫
れ
よ
り
屡
次
の
集
会
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
此
の
限
り
に
非
ず
。

開
催
せ

見
ら
る
る
よ
う
に
、

〔
Z

〕
並
び
に
〔
J
U

〕
の
規
定
は
、
わ
れ
わ
れ
が
曽
て
前
々
号
に
於
て
ひ
と
た
び
検
討
し
た
こ
と
の
あ
る
、

コニ
ド

ガ
ァ
王
第
三
法
典
の
、
そ
れ
ぞ
れ
第
八
章
、
第
五
辛
第
一
僚
の
規
定
と
謂
わ
ば
同
工
異
曲
で
あ
っ
て
、
た
だ
そ
の
規
定
を
よ
り
精
細
化
し

ハm出
)

た
る
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。
市
し
て
、

〔ψ
山
の
規
定
す
る
、
贋
金
造
り
に
対
す
る
其
の
手
の
切
断
な
る
刑
罰
規
定
は
、
こ
れ
ま
た
、
わ
れ
わ

れ
の
嚢
に
見
た
所
の
、

め
針
山
更
に
、
〔

ω
〕
の
規
定
ば
、
直
接
的
に
は
、
〔
X
〕
の
規
定
の
場
合
と
同
様
、
エ
ゼ
ル
レ
ド
玉
第
六
法
典
第
三
十
二
章
第
二
僚
の
規
定

(
別
)

を
踏
襲
し
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
然
し
乍
ら
、
そ
の
度
量
衡
の
統
一
と
い
う
基
本
精
神
に
到
っ
て
は
、
是
れ
ま
た
先
き
の
エ
ド
ガ
ァ
王
第

(
肌
)

三
法
典
第
八
章
第
一
僚
の
規
定
(
〔
A
〕
)
に
ま
で
澗
り
得
る
こ
と
、
種
々
ニ
一
日
を
須
い
る
迄
も
な
い
で
あ
ろ
う
。

エ
ゼ
ル
ス
タ
ン
王
第
二
法
典
第
十
四
章
第
一
候
の
、
悪
貨
庄
造
の
造
幣
人
に
対
す
る
規
定
(
〔
甲
》
を
想
起
せ
し

斯
く
し
て
、
此
の
の
ち
間
も
な
く
現
わ
れ
る
所
の
エ
ド
ワ
ァ
ド
横
悔
王
の
法
(
宮
崎
Q

同吾、
h
H

ミ
O
は
、
「
征
服
」
以
後
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世

当
E
S
S
H
(円・

H
o
g
t
∞3
よ
り
へ
ン
リ
一
世
出

g弓
同
(
円
・

HHoc-ω
日
)
に
至
る
代
々
の
ノ
ル
マ
ン
朝
の
諸
王
に
依
っ
て
そ
の
即
位

の
都
度
確
認
せ
ら
れ
、
夫
れ
の
遵
守
が
誓
約
さ
れ
る
所
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
「
エ
ド
ワ
ァ
ド
の
法
」
こ
そ
は
、
実
は
抑
々
そ
の

実
体
に
於
て
カ
ニ
ュ

i
ト
の
法
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

而
も
、

注
目
す
べ
き
は
、

第
十
二
世
紀
初
葉
の
ア
ン
グ
ロ
ウ
i

ノ
l
マ
ン

KHD四
-
0
・Z
R
g
D
の
法
律
家
た
ち
が
、
オ
ウ
ル
ド
i

イ
ン
グ
リ
シ
ュ
の
法
の
調
査
を
開
始
せ
る
時
、
彼
等
は
夫
れ
の
最
も
十
全
な
る
陳
述

(
服
)

形
態
を
、
正
に
比
の
偉
大
な
る
デ
イ
ン
の
法
律
制
定
者
|
|
カ
ニ
ュ

l
ト
の
立
法
の
裡
に
こ
そ
見
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

一
一
三
五
年
、
カ
ニ
ュ
!
ト
、
年
歯
僅
か
に
四
十
歳
に
し
て
ド

i
シ
ト
シ
ァ
の
シ
ャ
ー
プ
ツ
ベ
リ
に
裂
し
、
そ
の
第
一
子
の
ハ
ロ
ル
ド

出国吋
O
富
田
即
日
向
。
。
F

彼
の
異
母
弟
た
る
・
エ
ン
マ
の
子
ハ
ル
ザ
ク
ヌ

I
ト
出

m
E
E
S
E
-
相
次
い
で
立
っ
た
が
、
互
い
に
抗
争
を
事
と

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ン
(
三
)

一
七
七



中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
プ
タ
ン
(
三
〉

一
七
八

し
て
、
も
は
や
デ
イ
ン
の
王
権
は
振
わ
ず
、
ブ
リ
テ
ン
よ
り
北
欧
に
跨
っ
て
さ
し
も
一
時
隆
盛
を
極
め
し
ク
ヌ
!
ト
の
大
帝
国
も
一
朝
に

一
O
四
二
年
ハ
ル
ザ
グ
ヌ

l
ト
の
死
と
と
も
に
篤
信
な
る
エ
ゼ
ル
レ
ド
の
遺
子
(
母
は
エ
ン

し
て
瓦
解
し
、
ィ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
於
て
は
、

マ
)
エ
ド
ワ
ァ
ド
が
即
位
(
H
U
H
d

司
由
主
吾
ゅ
の
。
出
向

2
8コ
同
-
M
C
色
、

f
g
)、
翌
年
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
オ
ウ
ル
ド
l

ミ
ン
ス
タ
に
戴
冠
し
て
、

麦
に
再
び
ウ
ェ
シ
ク
ス
の
旧
主
家
の
支
配
は
復
活
を
見
た
。
然
し
夫
れ
も
束
の
間
、

一
O
六
六
年
、
「
横
悔
王
L

(

エ
ド
ワ
ァ
ド
)
死
す
る

ゃ
、
そ
こ
に
所
謂
「
征
服
」

(
H
A
R
E
m
s
h
oロ
ρ
5え
え
肘
ロ
四
日
山
口
仏
)
生
じ
、
も
と
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
公
ロ
ベ
ー
ル
一
世
間
各
日
円
円
(
呂
勾

t

ω日
)w
ロ
z
n
a
o
Z
R
g
m百
円
回
目
。
の
子
ギ
ヨ

l
ム
の
ニ
-
2
5
0
の
「
征
服
王

(
5
0
の
。
ロ
門
同
信
号
。
吋
)
」
ウ
ィ
リ
ア
ム
一
世
が
鵠
悔
王
の
「
適
法

な
る
」
後
継
者
と
し
て
周
年
ク
リ
ス
マ
ス
に
ロ
ン
ド
ン
の
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
大
聖
堂
に
於
て
戴
冠
、
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
公
と
し
て
の
彼
の

き
だ

大
陸
に
お
け
る
拠
点
ル
ア
ン
児

0
5ロ
に
海
路
ロ
ン
ド
ン
よ
り
も
程
近
き
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
を
以
て
都
と
集
め
、
蕊
に
ノ
ル
マ
ン
朝
時
代
が

(
瑚
)

閉
幕
し
た
。

(UM)

司
・
冨
-
g
g
g
p
h苫
氏
。
句
白
H
室
町
諸
問
き
弘
(
。
民
貧
血
・
忌
お
一
∞
丘

E
D
-
-
5
3
)
w
H
V
-
m
ω
斗・

(
邸

)HFH.h出・

(U戸
国
-
M
P
F
O吋
H
r
h
s
h
i目。

ω
E円
SHUHAmNhSHh同
S
H弘
忌
時
同
ミ
苦
ミ
H
。芸品定時的問(ハ円、。ロ仏
o
p
呂田
N)
・切り・

MM由同
-uHU
・
民
・
切
戸
田
町
-
h
s

L『苫怖さ礼宮内及。詰

H
-
h
a
h礼
守
め

ahE3
同お
h
円SHRH((リ田
Bσ
円山内同岡市
wuHU山
田

Y
司

-
N
U
白
・
ロ
・
。
-
U
R・げ凶可二、
H，HHO
〉ロ四日。，
ω
口田口門出口同〈山田口句。戸口品川注目白口問
J

h
~
5
3
7目的同口三円白』門川両口町、日
b
p
H
D
¥
町
3haNSK
ど
¥
宅
向
同
町
。
。
・

E
・
げ
可
出
・
。
-
U副司げ
uλ
の回同出げ門戸品開
0・
5

一-A山)・目
v

・
ω∞
・
な
お
、
セ
ト
フ
ォ

ド
に
は
、
是
れ
よ
り
先
き
九
六

O
l七
O
年
ご
ろ
、
既
に
一
造
幣
所
が
建
設
せ
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
@
。
同
・

ω
ロ
窓
口
河
弓
ロ
0
5由
w
h
3
L
E守
口
弘
言
及
白
書

H
E
H
E
向
田
喜
ミ
ミ
ミ
ミ
刊
さ
と

u
d
S
5
3凶
沙
門

P
H
U叶
3
・
HV・
g
-

(
部
〉
ス
テ
ン
タ
ン
は
、
斯
く
の
和
き
偶
々
発
見
せ
ら
れ
た
る
圧
造
貨
幣
を
霞
拠
と
し
て
の
比
較
の
方
法
を
以
て
し
て
は
、
「
ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
1

プ

ク
」
に
依
っ
て
明
ら
か
に
せ
ら
れ
た
、
其
処
に
お
け
る
「
征
服
」
以
前
の
都
市
民
(
宮
、
喝
さ
ご
)
の
一
大
集
住
が
、
出
土
貨
幣
の
謹
拠
に
お
い
て
は

国
名
な
い
し
五
名
を
超
え
ざ
る
造
幣
人
が
需
要
に
応
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
所
の
、
イ
プ
ス
ウ
ィ
チ
円
官
省
庁
『

(ω
丘町
OMW〉
な
ら
び
に
ノ
リ
ッ
ヂ
、

又
、
た
と
え
現
在
出
土
貨
幣
の
上
で
は
そ
の
う
ち
の
僅
々
五
名
の
者
の
み
が
同
定
せ
ら
れ
得
る
に
止
ま
る
と
は
一
言
え
、
「
ブ
ク
」
が
一

O
六
六
年
当
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一
一
七
八
)
以
降
所
謂
「
ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
l

ブ
ク
」
に
は
、
夫
れ
が
抑
々
当
初
『
財
務
府
の
書
』

(
F
5
2
含
↓

z
g
c吋
。
)
と
称
せ
ら
れ
、
久
し
く
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
王
の
財
務
府
(
忌
尽
き
さ
る
の
保
管
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら

ず
、
ロ
ン
ド
ン
に
関
す
る
夫
れ
と
と
も
に
此
の
市
に
関
す
る
陳
述
i
i飽
く
迄
ま
と
ま
っ
た
夫
れ
i
lー
を
、
わ
れ
わ
れ
は
其
の
何
処
に
も

見
出
す
こ
と
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
〔
キ
チ
ン
は
、
征
服
王
は
意
識
的
に
守
口
4
2
0
-ち
此
の

J
巧。

g
立

s
z・

(
別
)

あ
る
が
、

を
省
い
た
と
日
う
の
で

「
ブ
ク
」
よ
り
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
が
ロ
ン
ド
ン
と
と
も
に
省
か
れ
た
と
云
う
そ
の
こ
と
自
体
、
却
っ
て
、
此
の
市
の
特
異
な
る
地

位
と
重
要
性
と
を
物
語
っ
て
い
る
事
実
で
あ
る
と
き
守
え
な
く
も
な
い
。
〕
併
し
な
が
ら
、
幸
い
な
こ
と
に
、

わ
れ
わ
れ
は
、

い
ま
、
征
服

王
の
第
四
子
に
し
て
第
三
子
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
二
世
当
日
U
B
口
令
・
呂
∞
叶
1
H
H
C
C
)

の
跡
を
襲
い
ノ
ル
マ
ン
朝
第
三
代
の
王
と
し
て
立

て
る
、
前
出
へ
ン
リ
一
世
が
、
特
に
此
の
市
に
就
い
て
一
一
一

O
年
頃
編
纂
せ
し
め
た
所
の
一
つ
の
調
査
、
次
い
で
へ
ン
リ
の
死
後
、
そ

の
跡
を
承
け
た
ノ
ル
マ
ン
朝
最
後
の
王
i
i
aも
と
大
陸
の
ブ
ロ
ア
伯
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ

H
W

江叩ロロ
0

・
の

o
s
s
a
o
E
o
z
と
へ
ン
リ
の
妹
ア



デ
ィ
ラ
〉
(
宝
山
と
の
間
に
生
ま
れ
た
ス
テ
ィ
イ
ヴ
ン

2
4
Zロ
(
H
-

口
出

t
mむ
の
治
世
年
問
、

ス
テ
ィ
イ
ヴ
ン
の
弟
の
ウ
イ
ン
チ
ス

タ
苛
教
へ
ン
リ
1

オ
ヴ
l

ブ
ロ
ア
同

g
qぇ
巴
c
Z
が
同
様
此
の
市
に
就
い
て
二
四
八
年
に
編
纂
せ
し
め
た
所
の
一
つ
の
調
査
、

i
i

ヴ

エ

ラ

ム

以
上
二
つ
の
調
査
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
比
の
二
つ
の
調
査

(ω
ロ
コ
ミ
∞

Haw-M〉
は
、
現
在
、
仔
牛
皮
紙
に
書
か
れ
た
同
時
代
の
一

つ
の
手
書
本
(
写
本
)
の
形
で
ロ
ン
ド
ン
の
尚
古
学
会

Q
c
n
u
q
o同
〉

E
5
5
ュ2
0同
E
包
O
D
)
に
蔵
せ
ら
れ
て
居
る
が
、
も
と
「
ウ
ィ

あ
や
か

ン
タ
ン
の
書
」

(
F
5
2
4『
S
窓
口
)
、
普
通
に
は
「
ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
l

ブ
グ
」
に
肖
っ
て
「
ウ
イ
ン
タ
ン
I

ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
」
(
巧
百
円
。
ロ

り。

so白
骨
可
)
〔
ウ
イ
ン
タ
ン
は
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
古
称
〕
と
し
て
知
ら
れ
、
初
め
一
八
一
六
年
「
ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ
イ
l

ブ
ク
」
の
下
院
公

(
瑚
)

文
書
委
員
会
(
問
。
no邑
の
。
B
B
H
m回
目
。
ロ
)
刊
行
本
の
第
四
巻
(
補
巻
)
中
に
印
刷
せ
ら
れ
た
。
今
日
で
は
、
「
ウ
イ
ン
タ
ン
1

ド
ゥ
ウ
ム
ズ
デ

イ
」
の
テ
ク
ス
ト
は
、

一
九
六
一
年
よ
り
七
一
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
此
の
市
の
考
古
学
的
発
掘
の
成
果
と
し
て
、

一
九
七
六
年
よ
り
其

の
刊
行
が
開
始
せ
ら
れ
た
所
の
『
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
研
究
』
わ
第
一
巻
つ
当

E
n
F
g
g吋
虫
色
ぽ
?
っ
〉
|
|
夫
れ
は
も
と
も
と
イ
ギ
リ
ス

並
び
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
両
国
の
専
門
家
集
団
に
依
る
・
仲
山
黙
史
料

(
ω
E
S
B
o
ρ
ロ
巳
窓
口
)
を
陳
述
史
料
に
結
び
付
け
て
の
・
第
十
一

l
二

世
紀
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
市
の
解
明
を
企
図
す
る
大
規
模
な
学
際
的
共
同
研
究
の
所
産
で
あ
る
[
|
の
な
か
に
、
そ
の
近
代
語
訳
と
と
も
に
印

(
即
)

行
せ
ら
れ
て
い
る
。

而
し
て
、
初
期
中
世
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
な
い
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
都
市
に
関
す
る
同
時
代
の
陳
述
史
料
と
し
て
は
現
在
迄
の
と
こ
ろ
最

も
詳
密
な
る
此
の
文
書
の
第
一
部
、

ωロ
3
0〕1
H

は
、
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
本
来
の
「
ブ
ク
」
の
場
合
と
同
様
、
そ
の
う
ち
に
調
査
時
点

の
へ
ン
リ
一
位
時
代
の
情
報
の
み
な
ら
ず
、
か
の
横
悔
王
時
代
の
此
の
市
に
関
す
る
情
報
を
も
亦
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

夫
れ
は
抑
々
次
の
如
き
頭
書
と
緒
言
と
を
以
て
始
っ
て
い
る
。

「
エ
ド
ワ
ァ
ド
王
時
代
に
人
々
の
納
む
る
を
習
は
し
と
し
た
る
が
如
く
、
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
に
て
ラ
ン
ド
ゲ
イ
ブ
ル

(
N
g
h与
と
さ
)
並
び

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
三
)

一
八
三



中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
合
一
)

一
八
四

に
ブ
ル

l
ゲ
イ
ブ
ル
(
守
主

h
sと
さ
)
を
納
む
る
と
こ
ろ
の
、
王
の
諸
々
の
土
地
の
一
覧
表
。

へ
ン
リ
王
は
、

エ
ド
ワ
ァ
ド
王
が
彼
の
直
領
地
と
し
て
な
3
g
q
号

S
3礼
町
巴
)
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
に
全
体
と
し
て
(
ロ
さ
と
h
3
aな
)
有

せ
し
所
の
も
の
を
知
ら
ん
と
欲
し
、
被
(
へ
ン
リ
)
の
都
市
民
た
ち
(
ぎ
品
き
ね
る
の
宣
誓
(
包
円
高
言
お
宣
言
)
に
依
り
て
此
の
も
の
の

確
誼
せ
ら
る
べ
き
こ
と

(
g
3
1
b
3
E
3
)
を
命
じ
た
り
。
け
だ
し
、
彼
は
、
其
処
(
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
)
よ
り
、

エ
ド
ワ
ァ
ド
が
彼
の
時
代

に
其
処
(
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
)
に
て
有
し
ゐ
た
り
し
も
の
総
て
を
有
せ
ん
と
欲
し
た
れ
ば
な
り
。
か
く
て
、
此
の
宣
誓
は
、
ウ
イ
ン
チ
ス
タ

J 

K 、の
主
要
な
る
〈
き
ぬ
ロ
ミ
S
S
)
都
市
民
た
ち
〔
す
な
は
ち
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
都
市
共
同
体
の
選
ば
れ
た
る
代
表
者
た
ち
〕
八
十
六
人
に
依
り

チ
ヱ
イ
ソ
パ
リ

γ

ヂ
ヤ
ス
テ
イ
ク
ア

門
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
〕
司
教
ウ
ィ
リ
ア
ム
、
式
部
官
ハ
ア
パ
ー
ト
、
〔
大
判
官
〕
-
フ
ル
フ
l

パ
セ
ッ
ト
河
巴
同
切
凶
器
o
y
〔
同
〕
ジ
ェ
フ

リ
ー
リ
デ
ル
の

g
E・
巾
司
自
ao--
〔
ハ
ン
プ
シ
ァ
・
パ

I
グ
シ
ァ
両
州
奉
行
〕
ウ
ィ
リ
ア
ム
l

オ
ヴ
l

ポ
ン
I

ド
ゥ
l

ラ
ル
シ
ュ
.
司
自

E
S

。H
H
d
己
含
て
〉
吋
n
F
O

ら
が
立
会
の
も
と
に
、
行
ほ
れ
き
。
都
市
民
た
ち
は
、
か
く
て
、
右
の
宣
誓
を
為
し
終
へ
た
る
の
ち
、
「
東
門
」

(、。可
H
Q

色可凡さ
HQN
民
的
)
よ
り
〔
「
西
門
〕
に
い
た
る
ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
を
〕
上
り
つ
下
り
つ
守

s
q
hな
h
x
h
〉
〔
|
|
l
初
め
は
通
り
の
北
側
を

家東
によ
就り
き西
てへ
LJ 、
調次
査い
をで
為通
しり
始の
め南
ぬ邸側
己)を

西
よ
り
東

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
の
南
北
両
側
の
王
領
地

Q
ミ
ミ
苫
包
ろ
に
建
つ
と
こ
ろ
の
家

か
く
し
て
調
査
を
開
始
せ
る
八
十
六
人
の
都
市
民
代
表
は
、
右
の
ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
の
調
査
を
終
え
る
と
、
い
っ
た
ん
「
西
門
」
(
見
守
口
下

目
白
号
担
当
時
的
内
)
」
を
出
て
そ
の
外
に
拡
が
る
郊
外
の
地
を
調
査
、
再
び
市
壁
内
に
引
返
し
て
、
今
度
は
、

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
か
ら
北
に
平

行
し
て
走
る
幾
つ
か
の
通
り
令
市
立
同
)
を
、

「
西
門
」
に
近
い
夫
れ
か
ら
始
め
て
順
次
東
へ
、

句ミ
H
F
乱
含
h
・Q
匂
同
司
同
時
w

N

W
司
会
門
出
町
市
柏
市
句
マ

h
p

M
U
S
F
宮町可町内定旬
H
E
F
K
A
Nミ
h
H
E
B
S
H
E
N
-

当
時
切
さ
き
h
司令
S
H
R
P

モ
芸
品
同
意
h
H
E
F

円
hざ
ま
高
崎
町
高
H
3

同
志
向
-pm旬
マ
ミ
と
巡
回
、
調
査
し
た
。

而
し
て
、
最
後
に
、
彼
等
は
、

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
か
ら
南
に
平
行
し
て
走
る
幾
つ
か
の
通
り
を
、
ニ
ュ
ウ
l

ミ
ン
ス
タ
の
西
隣
な
る
王



(
瑚
)

宮
寄
り
の
夫
れ
か
ら
始
め
て
順
次
東
か
ら
西
へ
、
(
U
R

位
、
ご
円
高
F

C
己記時的目立
F

C
句
主
的
マ
ミ
と
巡
回
、
調
査
し
た
。
そ
の
際
、
わ
れ
わ
れ
の

興
味
を
そ
そ
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
通
り
の
名
称
の
裡
に
、
少
く
と
も
曽
て
当
該
通
り
に
集
中
的
じ
居
住
せ
る
と
こ
ろ
の
者
の
職
業
を
暗
示

し
て
い
る
か
に
見
え
る
も
の
の
見
出
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
匂
ミ
$
司
法
宮
h
b
め
円
高
円
は
「
仕
立
屋
」
通
り
を
、
句
8
8専門司お町
a

寺
町
内
は
「
靴
屋
」
通
り
を
、
ヒ
ミ
ミ
ミ
ミ
は
「
反
物
屋
」
通
り
を
、
出
向
何
言
高
専
問
寺
町
内
は
「
肉
屋
」
遁
り
を
、
同
2

向
き
向
き
門
司
書
は

か
わ
な
め

L

(

山
)

「
皮
鞍
職
人
」
遇
り
を
、
c
b
N
R
同町民
E
H
は
「
金
細
工
師
」
通
り
を
、
そ
れ
ぞ
れ
意
味
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
夫
れ
ば
か
り
で
は
な
い
、

実
際
、

そ
こ
に
は
種
々
様
々
な
る
職
業
に
従
事
す
る
人
々
が
登
場
し
て
く
る
。
以
下
、
煩
を
厭
わ
ず
、

の
職
業
人
を
、
ま
ず
最
初
エ
ド
ワ
ァ
ド
時
四
悔
王
時
代
を
中
心
と
し
て
、
調
査
の
進
行
順
序
に
従
い
、
各
通
り
ご
と
に
、
特
定
の
連
り
に
就

い
て
は
調
査
結
果
の
記
載
順
に
、
網
羅
的
に
見
て
ゆ
く
こ
と
に
し
よ
う
。
な
お
、
各
テ
ク
ス
ト
冒
頭
の
番
号
は
、

ωロ円
4-O
吋
同
に
現
わ
れ
る
比
れ
ら

E
3
4
H
の
各
記
載

候
項
守
口
門
弓
)
ご
と
に
バ
ァ
ロ
ウ
教
授
が
便
宜
之
を
附
せ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
で
は
、

エ
ド
ワ
ァ
ド
餓
悔
王
時
代
す
べ
て
の
慣
習
的
貢
租
を
納
付
せ
る
一
戸
の
屋
敷
(
母
言
。

を
保
有
し
て
い
た
。
今
や
(
円
・
ロ
呂
)
王
室
食
卓
係
(
言
、
』
E
3
5
)
オ
イ
ン
が
夫
れ
を
保
有
し
て
、

(イ〉

靴
職
人
(
S
H
b
る
レ
ウ
ィ
ン
は
、

〔
し
か
も
〕
夫
れ
に
関
し
て
〔
デ

イ
ン
〕
ゲ
ル
ド
を
除
き
如
何
な
る
慣
習
的
貢
租
を
も
納
め
て
は
い
な
い
。
而
し
て
夫
れ
は
一
八
シ
リ
ン
グ
六
ペ
ン
ス
〔
の
地
代
収
入
〕
を

産
ん
で
い
る
(
〔
∞
〕

円、命名古

5

2
件
。
吋
窓
口
巴
円

-
a
c
gロ
S
寸

-HN・H
p
g色
合
己
O
B
O
B
S
B
gロ∞
5
Z門同
SOB-
冨
色
。
窓
口
忠

g
s

〉ロ門凶。

OD己
的
口
白
目
当
局
江
口
回
一
四
円

P
E
-
-
m
g
gロ∞
5
2門出
5
5
z
a
o
gロ
ρ
5
5
円
。
仏
門
出
血
日
仲
買
Zmw円
四
0
5ロ
5
2
2
a
a
U
M
a
-
-目
印
。
--OH

J
1

山仏・)。
(

ロ

)

巴

L
ん
鯨
商
人

(
F
Q
R
s
h
a可
宮
崎
)
ア
ル
ガ
ル
は
、

機
悔
王
時
代
六
ペ
ン
ス
の
ラ
ン
ド
ゲ
イ
ブ
ル
と
積
習
的
貢
租
と
を
納
付
せ
る
一

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
ハ
三
〉

一
八
五



中
世
都
市
ウ
ィ
ツ
テ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
一
二
)

一
八
六

戸
の
屋
敷
を
保
有
し
て
い
た
。
今
や
〔
オ
ク
ス
フ
ォ
ド
州
奉
行
〕
ト
マ
ス
l

オ
ヴ
l

ス
ン
ト
l

ジ
ョ
ン
な
ら
び
に
テ
ィ
ア
ル
ド
〔
の
息
子
〕

オ
ス
ベ
ル
ト
が
夫
れ
を
〔
共
同
〕
保
有
し
て
同
様
〔
の
義
務
〕
を
履
行
し
て
い
る

(
〔

ω。〕

〉】肉
.
F
R
O
D四
ω江
口
出
窓
口

cx-
。。ロ戸ロロ同

叶

-MN・
HW・
5
門目。叩ロ
g
s
i
c
-
仏
O
Eロ
mmσ
己
0
2
2
5ロ又ロ(同
E
o
s
-
宮。
a
o
g
E
D円
、
吋
町
。
白
山
町
内
山
O
回目
D
O
S
H
C
Y田口口
0
0件
。
∞
げ
.

、H，
S
2
2
片
山
内
山
口
己
的
FHMME円。円・)。

(

ハ

)

錬
商
人
ウ
ル
フ
ワ
ル
ド
は
、
機
悔
王
時
代
慣
習
的
貢
租
を
納
付
せ
る
一
戸
の
屋
敷
を
保
有
し
て
い
た
。
今
や
〔
大
瞬
間
職
長
官

?
〕
ウ
ィ
リ
ア
ム
ー
ド
!
ピ
ニ
イ
が
夫
れ
を
保
有
し
、
更
に
〔
前
出
〕
式
部
官
ハ
ア
パ
ー
ト
が
彼
(
ウ
ィ
リ
ア
ム
ー
ド

1
ピ
ニ
イ
〉
よ
り

再
保
有
し
て
い
る
・
:
・
(
〔
ωω
〕

4『
言
問
含
回
目
Mm円
。
認
可

FH何回円。
D
E士
号
自
己
目
、
HJHN・開・円。白血
S
S
5
8
5
c
o
Z丘
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機
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納
付
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い
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部
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タ
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習
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負
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収
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。
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仕
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司
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収
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収
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。
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す
る
も
の
で
は
な
く
、
玉
の
直
接
受
封
者
た
る
パ
ロ
ン
の
土
地

Q
q
E
Eさ
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す
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で
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、
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憤
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ニ
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道
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れ
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。
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。
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パ
イ
ル
マ
ン
は
、

〔
餓
悔
王
時
代
〕

一
五
ペ
ン
ス
(
一
シ
リ
ン
グ
三
ペ
ン
ス
)
〔
の
ラ
ン
ド
ゲ

イ
ブ
ル
〕
を
納
付
し
て
い
た
。
今
や
ウ
ィ
リ
ア
ム
ブ
ラ
ウ
ン
が
同
様
〔
の
義
語
〕
を
負
っ
て
い
る
(
〔
M
記〕

ω同)巳
muB山
口
口
∞
∞
吋

ω口
千

当
日
叶
内
宮

0
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a
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o
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M
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宏
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三
巴

B
ロ
凹
切
吋
ロ
ロ

aoσ0仲
間
百
円

H
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見
ら
る
る
ご
と
く
、
ほ
ぼ
一
一
一

O
年
頃
成
立
の
此
の

ωロミ一品
-

H

を
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、

「
征
服
」
以
前
エ
ド
ワ
ァ
ド
機
悔
玉

時
代
(
一

O
四
二

l
六
六
)
に
既
に
こ
こ
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
の
市
に
は
、
「
靴
職
人
」
・
「
鯨
商
人
」
・
「
石
鹸
商
」
・
「
仕
立
屋
」
・
「
洋
品
商
」
・

「
離
嘘
師
」
・
「
鍛
冶
屋
」
・
「
乾
草
商
」
・
「
樵
夫
」
(
或
い
は
「
石
工
L
)

・
「
水
売
り
」
・
「
金
細
工
師
」
・
「
旅
笹
屋
」
・
「
手
袋
製
造
工
」
・

「
麓
麹
屋
」
・
「
樟
子
職
人
」
・
「
万
鍛
冶
」
の
以
上
十
六
職
種
、
十
七
人
の
手
工
業
者
・
商
人
た
ち
が
実
在
し
た
こ
と
を
、
湖
及
的
に
確
認

せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
此
の

ω
2
4
4
H
の
成
立
時
点
1
1
1
第
十
二
世
紀
初
葉
守
-
H
H
5
)
に
於
て
は
、
事
情
は
如
何
で
あ

ろ
う
か
。

つ
ぎ
に
、
比
の
文
書
成
立
時
点
に
お
け
る
此
の
市
の
各
職
業
人
を
、
先
き
の
場
合
と
同
様
、
各
通
り
毎
に
、
特
定
の
通
り
に
就

い
て
は
調
査
結
果
の
記
載
順
に
、
引
続
き
検
出
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
で
は
、
当
時
そ
こ
に
「
仕
立
屋
」
の
存
し
た
こ
と
は
、
既
に
之
を
見
た
が
〔
ハ
ニ
〉
参
照
〕
、
そ
こ
に
は
ま
た



屠
殺
人
並
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に
粉
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住
ん
で
い
た
。
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ア
イ
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ワ
ァ
ド
は
、
機
悔
王
時
代
有
ら
ゆ
る
慣
習
的
貢
租
を
納
付
せ
る
一
戸
の
屋
敷
を
保
有
し
て
い
た
。

今
や
ラ
ル
フ
l

ロ
ッ
セ
ル
の
息
子
が
夫
れ
を
保
有
(
ぎ
守
寄
与
し
て
居
り
、

〔
し
か
も
〕
如
何
な
る
慣
習
的
貢
租
を
も
納
付
し
て
居
な
い
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し
て
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屋
敷
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っ
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る
限
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で
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て
〔
各
々
〕
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フ
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ー
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だ
け
、

王
の
道
路
公
bNE

E
E
h
)
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蚕
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し
て
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っ
て
い
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。
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し
て
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Q
ミ
ミ
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、

(HH間
)

慣
わ
し
で
あ
っ
た
所
の
、
王
の
バ
ル
ク
ス

(EN町、
HS)
を
も
私
し
て
了
っ
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
土
地
に
は
、

(HH由
)

る
〕
町
奉
行

Q
Z』
守
口
匂
た
ど
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収
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収
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る
。
而
し
て
此
の
土
地
公
ミ
ミ
)
か
ら
、

中
世
都
市
ウ
イ
ン
チ
ス
タ
と
サ
ウ
ス
ハ
ン
ブ
タ
ン
(
一
ニ
〉

九



モト皐
l給
怪
o
ヤ入、ト
K
崎，..1J半、
0
K
(
入'f'.持、入
(11
1)

1
・Kll

ヤ
=
'
~
~
8
崎ト十，

8
宰
幽

(pistor)
ロ
て
h
ι
竺
<
，
入
z
、
入
、

[
8
型
記
長
戸
<
J
会

j長
公
，
[lli[己'V'J

ト会t-.>lt-.
'"'8
-nnQトト
Q
点

主J
入
、
主
因
。
ふ

r
、
入
、

(
1
1
~

入:.<..)
[
8
習
記
長
ペ
〕
込
}
評
定
，

[lli[:c.ムザ〕かヤ亡、ト、
~
8
叫
ト
ト
8

，;.)司
f
γ
〈
ト
ム
竺
国
同
ふ
=
、

入
、
(11
・長入
L
同
ふ
=
円
入
、
)

[
8
習
と
長
t
<
(
J
込

j長
~
'

[1lEL:c.斗'V'J
蟻
畑
出
日
~
8

G2，担R
8

ロ
:λ

午
-
~
1
<
ふ
わ
入
、

[
8
詞
記

長
ペ
〕
ぬ

1長
~
t
ノ
;
二
時

([73J
A
b
b
a
8
 habet 
in 
dominio i

 do
m
u
m
 et 
facit 
con8uetudinem 

8icut 
801ebat 
T. R. E. 

fieri; 
et 
reddit 
lxv 
so
1. 
E
t
 de 
e
a
d
e
m
 terra 
habet Robertus pistor 

filius 
W
i11
elmi 
viii 
so
1.， 
et 
de 
e
a
d
e
m
 terra 

habet Chipingius filius 
A
l
u
e
u
e
 xl 
80
1.， 
et 
d
e
 e
a
d
e
m
 terra 
habet H
u
b
e
r
t
u
s
 filius 
W
i11
elmi xlv 

so
1.， 
et 
de ea. 

d
e
m
 terra 
habet Rogerus frater 

abbatis 
xviii 
so
1.
)O 

告$!1'
1"困m:J

~
C
鞍
~
智
凶
千
ノ
士
-
ú
'

....t¥ 
(
ト
)
[
程
迫
C
J
 'h:{糧{叩く

h
文
一
占
8

m:
ì~
!
1
~
'
鑑
堕
阿
世
と
，
[
怪
醐
C
~
C
J
[
寵
〕
騨

(jossatum)
ω
持
、
と
や
，
1
 C¥ C
 

初当持者型
(1Jasta
terra)
存
己
採
誌
や
ド
ニ
-K!
。
や
y
特
設
I
)
 +11同
l江
8
n副議話為-¥Gt-Q'

w
，.，.)ド'￥¥}
t-Q+K:い〈込'¥-1

8
1
や
w
8長
持
J
ド

ニ
ド
'
'
h
:
{
揺
{nn
斗
11
川
て
入
K
(1
ふ
か
入
、
111
て
入
Tく
)

[
C
型
ど
〕
ω
事
~
ド
ニ
t
-
Q
'
$
$
長
-
<
(feller) 
8
ト
々
か
ヤ
入
込
涼
11C

.，.;l
C
込
j感押....Jt-'ニ
ν'
4-1:(括和'-1

11
'
λ
b
入
、
[
8
型
記
J

i知
事
~
~
ド
ニ
t
-
Q
'
I¥'-
弐
"
-
0¥寺
z、入
Q
叫
件
込
掠
1118
.，.;l
8
w
同
，
入
。
入

(
1
1
7
)
 

、
[
C
詞
t
:J

~
2
ヰ
ド
〔
難
件
.
.
.
.
J
t
-
'
ニ
の
]
'
仰
の
思
慰
霊
理
主
(laudandariα)

[
込
〕
糠
g
[
8
.，.;lC
[w]' 
w
小
J
ド
〔
眠
同
8
.，.;lC
竺〕

詑
S
制
8
-K!~!1

1
ο
C
~
盤

(hosPitale)
己
~
(' 
~
ノ
ニ
の
J
([117J 

A
n
t
e
 
portam 
Herberti 

camerarii 
erat 
vasta 

terra 
super fossatum T.R.E. 

M
o
d
o
 sunt v
 d
o
m
u
s
;
 et 
q
u
e
d
a
m
 vidua tenet 

i ，
 et 
reddit 
camerario 

xxiii 
d.; 

et 
A
l
w
i
n
u
s
 le 
feller 
tenet 
aliam ，
 et 
dat 
camerario ii 

s.; 
Radulfus Holinessone tertim 

pro v
 so
1.; 
et 
q
u
e
d
a
m
 

lauandaria 
quartam; 

et 
i
 hospitale 

pro a
m
o
r
e
 dei [...J)

。



以
下
、

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
か
ら
北
に
走
る
通
り
の
う
ち
、
ま
ず
~
り
お
九
円
訟
と
な
hhN
通
り
で
は
、

(
ネ
)

ル
フ
マ
ン
l

キ
ャ
ッ
ト
は
、
機
悔
王
時
代
四
ペ
ン
ス
〔
の
ラ
ン
ド
ゲ
イ
ブ
ル
〕
と
慣
習
的
諸
貢
租
と
を
納
付
し
て
い
た
。
ム
7

や
鍛
冶
屋
の
リ
チ
ャ

l
ド
が
同
様
〔
の
義
務
〕
を
負
っ
て
い
る
(
〔

5
3

HLM同
B
E
E
H
H白色門
H
m
E
H
E日仏・

2

2
ロ∞
5
z
a
z
g
寸・

(

ナ

)

HN・HW-
冨
o
a
o
E
S
E
S
Eぴ
2aoσOHm-HHHF52・)。

ゴ
ド
リ
ッ
タ
ー
キ
ン
グ
の
息
子
は
、
機
悔
王
時
代
四
ペ
ン
ス
〔
の
ラ
ン
ド
ゲ
イ
プ
ル
〕
と
慣
習
的
諸
貢
租
と
を
納
付
し
て
居

た
。
今
や
鍛
冶
屋
の
ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
が
同
様
〔
の
義
務
〕
を
負
っ
て
い
る
(
〔
ロ
∞
〕

。oaユロロ
m
n
F
-
D
m叩出回。
DO
円。(昌己
up円
Z
F
F
a・

立
の
Q

ロ田口
mw宮内回目ロ
om
叶
・
戸
別
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EOQ()
国
山
吋
弘
吉
岡

5

2
げ
叩
司
会
法
O
H
a
s
E
H
O円・)。

次
に
、
同
J
h
H
S

ミ
ミ
通
り
で
は
、

ア
ル
ウ
ォ
ル
ド
は
、
横
悔
王
時
代
六
ペ
ン
ス
〔
の
ラ
ン
ド
ゲ
イ
ブ
ル
〕
と
慣
習
的
貰
租
と
を
納
付
し
て
い
た
。
今
や
キ
ヤ
ツ

か
わ
な
め
し

ト
の
息
子
の
皮
稼
職
人
(
芯
諮
問
Q

な
る
ラ
ル
フ
が
同
じ
〔
義
務
〕
を
負
っ
て
い
る
(
〔
N
O
色

白
5
正
念
5
B
吋

JHP開
・
宮
o
a
o
E
a
zロ
ロ
∞
窓
口
四
回
円
。
門
口
氏
H
o
g
g
o
己
$
2
E
o
s
-
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ラ
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〉
-
当

o
E
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HO〈出。
σ広
三
仏
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8ロE

(

ム

)

ゴ
ド
ウ
ィ
ン
は
、
機
悔
王
時
代
六
ペ
ン
ス
〔
の
ラ
ン
ド
ゲ
イ
ブ
ル
〕
と
慣
習
的
貢
租
と
を
納
付
し
て
い
た
。
今
や
皮
鞍
職
人

ワ
ル
ダ
ァ
が
同
じ
〔
義
務
〕
き
負
っ
て
い
る
(
〔
出
。
〕

の
O色
色
ロ
ロ
印
円
包
含
E
H
i
a・
2
2
5
5
E全
日
B
吋

-
H
P
H
P
E
O己。
4
く
と
【
ザ

2
5
S
D
S仲
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【
山
岳
$
5
0
2・)。

次
に
、
句
史
町
内
宮
通
り
で
は
、

(

ウ

)

テ
オ
デ
リ
ッ
ク
は
、
機
悔
王
時
代
六
ペ
ン
ス
〔
の
ラ
ン
ド
ゲ
イ
プ
ル
〕
と
慣
習
的
責
租
と
を
納
付
し
て
い
た
。
今
や
皮
韓
職

人
エ
ド
レ
ド
が
同
様
の
〔
義
務
〕
を
負
っ
て
い
る
:
:
・
(
〔
民
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〕
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c
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z
e
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都
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ウ
イ
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サ
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ン
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一
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目
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以
下
、

ハ
イ
ー
ス
ト
リ
イ
ト
か
ら
南
に
走
る
通
り
に
移
っ
て
、
。
町
立
通
り
で
は
、

h

王
室
〕
猟
園
監
視
人
♀
n
H
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比
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)
の
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ュ
ゲ
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ン
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横
悔
王
時
代
に
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ン
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一
シ
リ
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グ
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ペ
ン
ス
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〔
の
ラ

ロ

ウ

プ

ハ

HH師
V

ン
ド
ゲ
イ
プ
ル
〕
と
慣
習
的
責
租
と
を
納
付
し
て
い
た
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今
や
長
服
仕
立
人
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掛
け
・
ナ
プ
キ
ン
の
類
の
管
理
の
献
に
任
ず
る
役
人
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
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ま
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タ
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世
間
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・
ず
可
。
宮
ユ
g
M
C
V出
回

O
P
F
O
E
c
p
g
m
S
の
一
二
九
|
三
五
頁
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、
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イ
ヴ
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治
世
年
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一
一
三
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年
頃
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『
主
室
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定
』
令
。
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広
三
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口
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関
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〉
、
二
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O
頁
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照
の
こ
と
。

(
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ウ
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l

イ
シ
グ
リ
シ
ュ
F
W
R
町
内
向
の
ラ
テ

y
形
、
も
と
「
ふ
れ
知
ら
す
者
」
の
意
。
「
征
服
」
以
前
よ
り
、
例
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ば
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山口開口回目自
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8
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V
の
ご
と
き
文
書
に
現
わ
れ
、
荘
園
領
主
の
下
に
、
そ
の
隷
属
農
民
中
よ
り
選
ば
れ
て
、
当
該
狂
園
社
会
の
職
務
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行
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ス
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謂
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岳
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E
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の
機
能
を
分
担
せ
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園
公
務
員
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指
す
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八
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中
世
都
市
ウ
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シ
テ
ス
タ
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ウ
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て
、
各
通
り
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職
務
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機
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ぜ
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、
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チ
ス
タ
都
市
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体
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、
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れ
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玉
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か
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王
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た
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般
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於
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